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ど
に
ず
く
ま
あ
．
子
混
じ
り
ゴ
之
、

り

7
ん
る
中
人
命
U

張
先
ノ
に
来

τ々。

プ
ー
い
ん
、
土
佐
犬
、
予
仇
ハ
・
丈
、
プ
ル

レ
ν
夕
、
コ
リ

l
d
T
C
Y
L
I
－－。

が
人
ピ
マ
の
る
訴
は
肉
ム
石
り
。

す
寸
志
ト
う
の
爪
＼
『
／

JAノ

h
、宥

h

っ
こ
す
が
フ
1

3
た
け
寸
い
り
。
、
顔
見
偽
リ
ウ
人
、

た
ぞ
勾
JUρ

ぺ
の
＼
広
一
は
ハ
で
た
に
ノ
げ

み
ぷ
守
」
ん
、
足
い
う
す
様
、
ム
ス
ウ
あ

フ
だ

5
、
東
側
水
路
の
金
、
h
u

爪
ワ
ボ

疋
、
み
て
し
り
は
＼
＼
＼
庁
の
ふ
吃
ノ
中
と
の

め
ι
り
「
k

下
マ
U
よ。

ハ
サ
か
メ
ィ
寸
ャ

1
7
4ノマ
k
り

3
。

ま
マ
い
ヘ
八
せ
れ
パ
ザ
り
だ
。
寸
ノ
ト
式
う

い
し
無
数
の
ハ
リ
さ

B
E
め
上
い
ヘ
ゆ

h

つ
ま
り
た
よ
う
い
川
、
史
ふ
り
，ハ
マ
の

ゆ
ヌ
か
木
下
、
す
ノ
か

l
マ
う
ご
め
り
マ

り
マ
。
の
が
目
ん
ら
「
ん
マ
d

。

＼
」

J

爪
介
っ
た
じ
，
ノ
ん
釣

y
ム
判
芝
、
ど
’
t

ご
を
目
か
け
て
た
に
ノ
セ
廿
い
り
。

八
ヤ
け
い
し
す
ゲ
か
Y
し
わ
う
て
、
ふ
ス
－

Y

府
代
、
変
ミ
く
ん
／
＼
セ
り
て
か
し
て

片
的
モ
上
ゆ

J

「
k

小
使
l
k
「

tO
く
、
芝
、
九

♂
’
W
J友
す
柚
「
－

φ
C
の
主
惨
3
4

忍
守
ι

隠し泡

ハズ
は
納
得
し
花
房
で
み
ノ考
文
γ夕
刊

干
潟
の
白
次
環
境
内
U

保
全
マ
－
A
、

最
朱
／
、
－
Y
ヨ
ヤ
ユ
ノ
、
田
久
虫
や
植
物

侵
、
安
小
石
ご
芝
生
来
す
ト
4
、
フ
ド
ハ
ぷ
A

川町

、
下
の
一
位
史
の
苅

l
り
ぺ
ー
ア
山
内
ル
。

－

m口
い
し
体
Y

広
い
り
か
い
う
一
バ
グ
で
ノ
丸
山
片
ノ
り

づ
く
判
凡
さ
つ
よ
。
み

τり
け
て
リ
で

品

川

フ

刺

L
て
て
ぜ
り
I
Vノ

Q

ご
う
り
う
文
日
す
A
E
m
y
同
叶
？
初
め
一
域

ま
で
た
。

Y
A小
μ
川
上
丈
キ
之
石

τγ
」、史、

〈
石
3
為
、
沖
の
ノ
深
り
所
ヘ
件
川
フ
マ

1
1－
K

叫
守
a

晴、，「ノ。

〈
せ
や
イ
ナ
の
詳
は
、
よ
凶
リ
滴
V
L

失

に
？
っ
て
く
す
。
h
w
州
図
、
勾
の
囚
タ
チ

ア
ミ
芝
、
悔
恨

3
？
水

k
入
ク
、
ワ
l
M

分
そ
の
ま

2
k
lつ
kaく
。
イ
ベ
の
ゆ
ー
の

P
ペ
い
ヘ
白
川
ぬ
υ
、・ト、
νyι
今
、
コ
ヰ
ノ
ョ
ど
＼

Y－L

刈
づ
か
フ
て
く
す
の
が
令
か

3
0

？
ふ
い
ノ
ト
ご
ご
り

L
止
っ
と
ア

3
E

引
き
よ
仲

Jτ
芝、

h
w
l
川
区
入
フ
寸
し
J31

天
川
ベ
じ
・
ノ
ト
ヘ
す
す
で
オ
イ
－
ン
イ
よ
。
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私

山
田
富
山
野
市
谷
海
三
丁
目
の
公
団
ア
パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
住
宅
鮮
が
び
っ
し
り

立
ち
並
ぶ
中
に
、
四
角
い
ブ
l
ル
の
よ

う
に
、
ぽ
っ
か
り
と
使
い
た
小
さ
な
海
。

縦
五
百

M
、
積

一
平
抗
、

面
積
四
十
一

訟
。
二
本
の
水
路
で
東
京
湾
と
結
ば
れ
て
い

る
。ゴ

イ
サ
午
、
ヨ
シ
ガ
モ
、
イ
ソ
シ
ギ
、
シ

ロ
チ
ド
り
、
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
主
な
鳥
顕

四
十
三
稲
。
渡
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
万

羽
が
飛
来
す
る
。
ゴ
カ
イ
類
、
貝
類
、
ヵ

ニ
知
な
ど
の
底
生
生

物
や
ボ
ラ
、
ハ
ゼ

な
ど
の
魚
掛
が
す

む
。昭

和
六
十
三
年
十

月
二
十
九
日
、
環
境

庁
自
然
蝶
撹
保
全
絡

綴
会
が
回
融
烏
限
保

秘
区
に
指
定
す
る
こ

と
を
秒
、定
u

干
潟
は
践
ワ
た
。

な
く
て
は
。

何
も
で
き
は
い
で
い
る
自
分
が
情
け
な
か

っ
た
。
夜
、
寝
床
で
天
井
の
木
白
山
市
』
見
な
が

ら
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

決
心
し
た
。

た
っ
た
一
人
の
闘
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

朝
刊
か
」
配
達
し
て
食
事
を
街
ま
せ
る
と、

バ
イ
ク
で
干
潟
に
向
か
う
。
ぬ
る
ぬ
る
ず
る

ヘ
ド
ロ
の
中
に
脚
ま
で
埋
ま
る
。
素
手
で
と

…
…
四
湾
局
、

j毎

ι 

に
よ
る
と
、
江
戸
川
洞
口
の
浦
安
市
か
ら

i

皆
同
開
岬
ま
で
の
二
百
八
J
の
海
岸
線
の
う

ち
、
百
九
十
・
九
Jrn
が
期
め
立
て
地
で
、

平
葉
県
の
…福
部
岬
と
神
奈
川
県
の
観
省
残
さ
れ
た
芯
来
の
陵
地
の
な
か
で
臼
然
海

…
バ
崎
を
結
ぶ
棋
の
内
側
に
あ
た
る
東
京
湾
の
岸
は
わ
ず
か
ニ

・
九
J
レ
か
な
か
っ
た
。

水
面
積
は
、
明
治
初
期
に
十
一
万
六
平
治
ま
た
埋
め
立
て
は
、
琴
引
が
湾
の
酸
素
供

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ほ
ほ
一

一割
の
約
二
万
給
の
坊
で
あ
る
干
潟
や
践
嗣
そ
つ
ぶ
し
統

一
一平
訟
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
都
県
別
で
目
、
現
在
掛
る
平
喋
県
の
天
然
の
干
潟
や

は
…
娘
一
京
都
地
先
が
約
四
平
診
、
神
奈
川
地
浅
瀬
は
＝
一
番
繭
（
市
川
｜
船
橋
伸
）
と
拙

先
が
約
六
平
か
な
の
に
対
レ
平
繋
地
先
同
州
干
潟
の
ニ
つ
だ
け
。
そ
の
中
で
、
望
日
小

約
｝
万
二
平
か
と
、
平
梨
県
が
全
体
の
半
栂
の
奥
部
で
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
水
辺

分
以
上
そ
唱
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
九
割
が
、
市
川
市
戸
籍
の
裂
の
一
部
と
溜
芯

が
一
二
十
五
年
以
降
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
野
市
の
谷
部
干
潟
だ
。

首
都
閣
の
市
民
約
五
十
人
で
作
る

「

市

し

か
レ
、
＝
一
番
轍
も
鑑
洲
干
潟
も
市
川

川
E
期
短
め
－
veて
を
考
え
る
会
」
な
ど
自

E
期
包
め
立
て
計
画
と
東
京
都
内
積
断
道
路

然
保
護
団
体
が
六
十
一
年
に
行
っ
た
調
査
針
画
で
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

の
子
一
昭
宏
栄
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
た
え
て
い
さ
え
ず
打
ば
い
い
ん
だ
、
と
自

恋
文
そ
普
い
た
。
毎
日
－
通
ず
つ
投
か
ん

，

八万戸比
言
い
聞
か
せ
た
J

し
た
。
も
の
ぐ
注
な
郵
便
配
迷
が
ま
と
め
て
い
つ
か
干
潟
そ
見
直
し
て
く
れ
る
社
会
に

一
日
に
四
九
五
通
も
崩
廿
た
ら
し
い
。

一カ

変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
日
ま
で
は
、

月
後

λ草
ず
折
り
そ
持
っ
た
彼
女
の
両
親
が
問
分
の
方
か
ら
出
答
申
ゼ
つ
け
て
は
お
し
ま
い

新
聞
販
売
店
に
や
っ
て
来
て
、
「
う
ち
の
子
だ
。

は
ま
だ
娘
で
す
か
ら
」
と
了
涯
に
、
じ
か
し
式
年
が
導
」
た
。

断
里
レ
化
口
調
で
こ
と
わ
っ
た
。
一
奈
の
主
婦
二
人
が
初
め
て
ご
み
拾
い
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
。
お
茶
や
せ
ん
ぺ
い
を

の
せ
た
お
盆
を
そ
っ
と
置
く
人
も
出
て
き

た。
拾
い
上
げ
た
と
み
吃
務
務
所
所
長
室
の
じ

ゅ
う
た
ん
に
ぶ
ら
ま
げ
た
り
し
た
ほ
ど
険
怒

な
間
柄
だ
っ
た
、
埋
め
立
て
側
の
県
企
業
庁

と
も
、
「
手
打
ち
詰
」
が
で
き
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
人
が
し
だ
い
に
増
え

た
。
五
十
五
年
、
ご
み
拾
い
そ
「
谷
海
干
潟

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
と
名
付
吋
る
。

口・22日． 

い
て
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
脱
れ
る

と
、
堤
防
の
よ
で
泥
の
よ
う
に
疲
た
。

本
許
容
蛮
で
左
足
そ
骨
折
し
た
。
退
院
し

た
そ
の
日
か
ら
、
ギ
ブ
ス
の
ま
ま
松
繋
つ
え

が
h

つ
い
て
、
ご
み
を
拾
っ
た
。

手
の
指
か
ら
指
紋
が
消
え
た
。

大
学
生
の
こ
ろ
、
女
チ
高
生
に
恋
そ
し
た

こ
と
が
あ
る
。

駅
前
の
喫
茶
店
の
窓
際
か
ら
、
十
五
秒
間

だ
目
、
改
札
そ
巡
っ
て
帰
宅
す
る
彼
女
の
姿

を
毎
日
見
つ
め
た
。
や
が
て
、
そ
の
時
聞
に

な
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
「
予
約
席
」
の
叫

が
鐙
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
丸
二
年
。

「
好
き
で
す
」
の
ひ
と
雷
も
言
え
ず
に
、
そ

て〉
か
み
す乙
ィフ

す乙
・－ ・＇＂’〆〆 h

ノ入、

・n 

み
そ
拾
っ
て
は
紙
袋
に
入
れ
る
。
す
く
っ
て

も
、
す
く
っ
て
も
、
き
め
が
な
い
。

そ
の
十
四
年
前
の
四
十
九
年
、
森
田
三
郎
「
土
人
」
「
原
住
民
」
「
指
名
行
為
」
。

注
ん
（回
る
は
市
川
市
内
の
新
聞
販
売
店
勺
住
伶
民
か
ら
ば
声
モ
浴
び
た
。
と
み
の
袋
を
投

み
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
そ
し
て
い
た
。
げ
返
注
れ
た
。
自
の
前
守
小
便
そ
色
れ
た
こ

あ
る
朝
、
「
纏
め
ら
れ
ゆ
く
谷
海
千
潟
」
と
も
あ
る
。

の
大
見
出
し
が
自
に
と
び
込
む
。

不
安
は
あ
っ
た
。

写
真
の
朽
お
果
て
た
ク
イ
の
放
び
方
に
、
こ
ん
な
こ
と
で
平
潟
は
き
れ
い
に
な
る
の

見
覚
え
が
あ
っ
た
。
小
企
C
い
こ
ろ
、
日
が
馨
か
。
な
っ
た
と
こ
ろ
守
、
京
当
に
埋
め
立
て

れ
る
ま
で
遊
ん
だ
「
谷
揮
の
ふ
か
ん
と
」
だ
ら
れ
ず
に
す
む
か
。
い
つ
ま
守
続
く
か
わ
か

っ
た
。
た
ま
ら
ず
、
干
潟
に
送
っ
た
。
ら
な
い
が
、
生
活
し
て
い
け
る
か
。
年
だ
廿

タ
イ
ヤ
、
墓
石
、
生
と
み
、
建
築
防
材
、
は
縦
突
に
と
る
。
体
力
も
琵
え
る
だ
ろ
う
。

豚
の
骨
：
：
；
。
そ
こ
で
見
た
の
は
、
臭
く
て

と

に

か

く
、
十
年
間
は
何
も
考
え
ず
に
続

汚
い
ご
み
の
山
だ
っ
た
。
け
よ
う
。
十
珂
後
、
だ
め
だ
っ
た
ら
、
あ
き

イ
ル
カ
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
ト
ビ
ウ
オ
が
批
ぎ

ら
め
れ
ば
い
い
。

回
り
、
潮
干
狩
り
で
に
ぎ
わ
っ
た
、
あ
の
海
夕
刊
を
配
っ
た
後
も
拾
い
始
め
る
。
雨
の

が
、
ご
み
た
め
に
変
わ
っ
て
い
た
。
日
も
留
の
日
も
、
毎
日
続
け
た
。
疏
木
や
hm
－

好
告
で
汚
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
汚
し
イ
ヤ
は
体
に
ロ
1
プ
を
答
き
付
甘
て
引
っ
接

た
の
は
人
閉
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
、
る
。
た
ん
す
は
パ
l
ペ
ル
で
細
か
く
援
し
て

臭
い
か
ら
開
め
立
て
て
し
ま
え
、
な
ん
て
：
・
か
ら
、
少
し
ず
つ
混
防
ま
で
遊
ぶ
。

月
明
か
り
の
下
、
徹
夜
で
ご
み
そ
す
く

「
ふ
か
ん
ど
」
そ
取
り
戻
さ
う
。
日
が
慣
れ
れ
ば
、
く
ぎ
が
一
恋
落
ち
て

の
。
も
れ
。
の
考
と
ほ
で

供
出
、
け
う
潟
を
だ
で
市

乎
い
て
い
言
平
何
徴
い
野

、
思
つ
ま
ま
た
が
象
継
志

一
は
の
だ
如
州
っ
ち
の
り
轡
…

一
の
海
ら
ま
さ
残
た
か
語
＝

一
た
の
か
汀
院
で
私
た
に

一
い
浅
れ
司
良
好
問
、
き
代

一
て
遠
乙
っ
三
格

F
て
世

一
え

だ

え

固

な

ま

じ

の

一
支
ん
川
中
ゆ
森
つ
い
を
次
…

ド
を
避
海
山
判
。
び
、
何
。
」
…

山
私

ろ
の
絶
」
い
は
、
う
い

吋
「

こ
普
う
ど
「
姿
え
思
し
…

な
ん
と
か
、

大
蔵
省
の
「
普
通
財
産
」
だ
っ
た
谷
津
干
潟
は
、
県
の
埋
め
立
て
ラ
ッ
シ

ュ
か
ら
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
固
ま
れ
、
高
速
道

路
の
下
で
息
づ
く
小
さ
な
自
然
は
、
開
発
と
は
何
か
を
鋭
く
突
注
つ
け
る

日
六
十
三
年
十
一
月
一
目
、
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。
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踏
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潟
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襲
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潟
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潟
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、
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蒋
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。
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・
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て
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ど
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↓
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。
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と
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は
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、
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。
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ク
ク
コ
／
｜
の
民
日
作
フ

て
み
た
。
坊
と
ノ

A
マ
い
り
た
。
均
じ
ノ
弛
似
合
け

か
申
1
L
人
労
け
濯
、
友
k
B刈
っ
て
り
た
。
ピ
（
L

て
す
ぐ
隣
に
、
白
フ
N
U
Y
一
降
廷
の

L
ヤ

d
A
＋
三
人
宅
石
安
か
‘
り
ヤ

K
B八新
l
く

建フ「
k

り
た
。

去
り
干
潟
勾
の
国
人
え
す
大
会
く
々
穂
ど
、
そ

の
す

ο下
の

34冷
り
に

Z
rフ
花
、
持
4
A刊
し
の

ご
ん

yc
り
と
し
た
木
々
φ

か
た
ま
り
さ
石
く
。

る
そ
わ
た
a

ぞ
の
ノ
廿
代
必
ノ
位
、
り
マ
J

ん
さ
で
、

左
の
均
出
〈
か
り
「
，
I
汐
〈
々
と
ま
A
ま
A
六
は

『
白
夜
中
大
合
唱
芝
（
「
ら
十
片
山
フ
付
ノ
l

l

1

0

た
V

し
え
、
硬
か

Z
フ
京
へ
と
寸
、
み
の
ゑ

ν疋

殺
の
滋
は
ぷ
り

l
、
見
、
ス
反
り
。
柏
k
ヒ

ヲ
コ
丈
八
六
、
／
－
グ
ョ
、
い
り
た
l
、
ヒ
－
フ
キ
、
ァ

477ν
さり＋’
A
り
白
ウ
リ
／
＼
V
L
m
w
仏打、突ヲフ

ア
マ
ナ
－
フ
ぷ
ノ
？
っ
。
盲
六
甲
夏
の
湾
十
と
う
り
て

き
ミ
l
フ
／
＼

γ
」
大
フ
て
や
i
冷
ハ
〉
・が
く
〉
し
ん
だ

タ
マ
ム

5
g
リ
在
＜
－Z
フ
だ
か
ゲ
。

ア
カ
ん
ノ
、
手
自
の
析
の
椅

E
づりく
Y
続
々
墳
、
遠
く
か
い
う
サ
1
4
ス
の
ご
？
な
爪
・
と
い
。
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。
歩
ぽ
マ
ん
だ
の
す

v

ワ

ク

ウ
り
ふ
燃
の
ミ
ど
で
方
マ
d
n

一
マ
ペ
門
爪

F

ι駄
の
ヴ
／
々
／
三
／
ー
の
友
リ
上
旬
は
、
ま

広／

Y
L
の
臼
に
ト
ヘ
ゥ
マ
芝
『
フ
が
、
大
保

三
T
q
か
い
う
囚
方
向
で
干
の
マ
0
4

持
ト
ヘ
訟
、
存
す
マ
d

問
、
十
円
、
塁
内

百
円
、
五
百
円
玉
、

γ
l
l
て
千
円
札
下
’
」

用
者
ω
t
て
り
く
。

向
出
燃
は
十
円
本
で
占
め
て
ぜ
。
一
オ
円

札
ふ
と
佼
す
ネ
の
局
、
ゑ
と

L
「
人
口
一

応
二
十
殺
か
じ
ノ
封
一枚

E
敗
サ
？
に
入
ホ

マ
ふ
く
。
タ
ク
－
？
と
り
う
仕
事
府

与
ま
り
4
人
・金
は
持
寸

J

突
く
石
り
め
だ
。

ア
ル
＼
＼
＼
気
モ
拾
フ
マ

全
斗
ベ
ノ

《
フ
予
定
次
、
ア
ル
ミ
氏
、
芝
一
狩
り
捻
あ
ノ夫。

で
Y
」
、
体
γ

フ
げ
り
、
す
ト
；
て
は
ず
か
l

、

り
千
八
怯
ず
め
・

対
え
の
小
業
持
恨
の

J

、

xlクス－
b
ア

の
ノ
宋
擦
の
俗
、
理
々
の
み
f
コ
／

’

k
で
Y
L
Y
L

固
め
フ
て
。
万
一
路
、
常
芯
じ
ノ
、
空
写
一
刻
、

y
lペ
ナ
ミ
箱
ヤ
く
ず
か
J
W

）の
J
B
ー
を

ご

Y
（
／
《
＼

γ

L

O

v
r
L

く
k
道
切
除
け
九
は
、
安
定
持
フ
て

下

t
目
ん
石
山
u
r
フ
句
ベ
ヨ
口
／
＼
V
L

、
み

フぐ
J
Z
フモ，
J
Y
ぼ
フ
つ
を
よ
／
を
石
か
h
a

う、

行
司
く
？
た
y
づ
、
フ
－
t
ノ
／
＼
V
L
O

〔弁（⑥ウ ＇J物、妙法｛ノフ6') .. yこりって、そのまんま幻うみ1-Jt-c. ゼ iノずかノ。ヌ、かわかノみヴ｛てさ tノサふノ。臨すんプヤ立~。

人
ハ
フ
は
自
動
販
克
礁
で
芝
千
円
水
中
と

使
え
て
e

の
で
、
」
去
し
は
産
申
ー
で
荷
主
ル

マ0
0

一
方
向
木
の
、
京
、
大
守
合
時
は
た
て
続

け
に
会
す
。
干
の
内
五
千
円
ぎ
唱
玉
、
え

百
円
で
さ
一
ザ
・
気
で
ふ
A
すノ

e

み
同
は

3hκiuo
向
妬
M
H司、夜、、深
A

供。

た
か
い
〉
ヅ
？
の
殺
に
．
－

A
（
陶
か
ド
コ
千
円
木
市
と

係
っ
マ
ぶ
く
。
、
一
ゅ
内
・
何
ホ
u
v

苅
か
代
、

－
N

’コ

一
コ
歩
、
あ
て

4

い
リ
は
く
ず
L
寸
＜
爪
す
に
夜
ζ

し
み
を
法
札
制
ノ
マ
玄
づ
白

x！
の
ふ
々
の
吹
か
ま

ず
A
U
τ

う
か
、
無
安
強
斤
玄
か
A
V
ま
の
石

川
。
札
を
初
じ
ノ
L
実
践
寸
、
と
ん
W

と
ん
で
つ
芯

ゆ
マ
ん
、
た
の
え
ゥ
L
Y
で
宮
、
マ
ザ
岸
川
＋
と
。

ト
ラ
イ
内
ー
か
み
ん
石
円
そ
り
ノ
N
hパよ

石
。
と
・
ん
か
、
か
や
岩
子
湯
舟
フ
ム
’
ペ
ド
フ
、

州
、
づ
・
代
ザ
う
フ
「
L

と
v’

L
dわ
ん
か
け
い
し

h

γ
に
ん
を
時
，
思
う
骨
寸

ι

広
〆
み
、
ま
介
ま

か
中
パ
レ
の
守
、
＼
耗
り
ぶ
ロ
単
勺
本
物
、

は
ぷ
り
ん
れ
パ

L
ど。

と
の

7
i
v
E
気

4

・・C
払
お
う
ま
で
は
、
主
フ

γ
・
」
寸
ノ
ヤ
ん
と
し
た
作
ふ
ん
を
持
フ
て
り

た
・
は
ず
か

Y
P
て

と

て
J
A
V

、
y
l
ヲ
フ
ト
？

石
か
コ
た
の
伶
。

ブ
ミ
狩
り
、
否
、
ア
ル
と
＼
A
A
ほ
か
：
で

は
ぷ
り
し
ね
川
か
、
場
所
か
ヰ
タ
フ
ψ

た
か
5

と
り
フ
「
l

、
ご
、
フ
L
て
は
ず
か
L
り
v

し足

、
つ
よ
う
で
は
、

3
hハ
級
代
行
か
え
い
〉
在

か
っ
た
の
庁
。
よ
L
示、
J
N
口
｜
。
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降
り
て
＼
イ
ん
E
ん
ま
竹
く
特
定
み
マ
ο
。

念
コ
ー
ヒ
ー
を
食
i

ド
寸
タ
パ
コ
之
、
小
か
し
、

十
た
刊
に
ふ
ん
と
ぷ
く
見
た
り
刊
に
け
。

V
7
2静
か
に
、
げ
つ
ゃ
ん
と
目
ん
て
り
す
。

タ
ク
τ
／
！
の
仕
す
苧
か
泳
＼
フ
え
の
白
河
マ
。
、
夜
匂
一
九
か
冬
ふ
り
だ

0

7ど
－
／
ヲ
－
／

V
H
U

必
た
ゆ
丁
、
す
ト
？
と
＋
↑
4
1
h
？
L
九
、
宇
f

ル
、
街
灼
の
楠

y
小
水
面
ド
ヘ
映
っ
寸
し
〕
ど
O
P

っ
て

U
3
n
時
向
に
L
t
午
ゾ一則
2
時
ず
い
り
〈
力
問

yAυ
増
え
た
’
・
＼
ぷ
A
J
ど
足
、
っ
。

か
じ
ノ
A
ー
時
埼
ハ
。
先
ノ
モ
ヤ
、
ワ
ミ
ネ
コ
、
サ
ず
の
士
宮
ノ
か
、
居

そ
ん
ぷ
時
向
に
干
潟
を
白
人
た
か
、
突
に
闘
え
玄
。
で
さ
、
ゆ
1
フ

rり
り
士
ノ
ザ

ry
と
い
り
そ
、
特
れ
ふ
ぎ
の
は
ぷ
ん
に
ー
じ
り
の
は
＝
／
や
や
チ
い
り
の
士
官
ノ
マ
あ
一
え

さ
広
い
っ
。
子
、う
け
れ
州
フ
「
L

え
芝
、

v
t
k

潮
か
半
分
ぐ
い
う
り
の
馬
、
り
今
に
芝
、
日
食

γ
」
泣
く
回
人
つ
め
、
ほ
ん
の
私
X
ど
を
え
よ
首
ヲ
フ
更
衣
の
干
潟
そ
り
う
怨
い
か
す

て
い
り
九

U
H
パけ

Q

言
。
今
回
一
回
の
ご
と
、

－T
l可
人
f
フ
Z
T

白
来
像
の
、
思
で
、
土
足
つ
え
り

Z
Lた
の

3
仁
、
み
ん
4

ふ
さ
A
い
り
じ
ー
に
て
く
ふ
て
り
ょ
う

時
石
川
」
、
志
一
成
通
路
の
イ
、
レ

7
1
乞
か
っ
マ
与
、
日
ナ
く
旧
勾
っ
て
、
理
ょ
う
1
1
1
0

古
穴
、
夜
中
の
干
潟
き

あ
ノ一
正
民
て
プ
ηJ＋
υ

の
大

J相

V

ん
「
刊
で
た
っ
ー
し

ど
ヨ
ヰ
ル
叩
定

、ly、
っ
芦

『ノ
マ
γ’
t
あ
わ
州

、付

よ

、
身
A

り
沙
じ
ノ
よ
、
メ
右
玄
ぎ
ん
U
ぃ

ly

勺応
、λ
A
グ
ド
コ
よ
し
と
、

＼一
々
々
の
本
え
の

ク
ー
ラ
ー
断
固
界
不
白
の
全
小
、
家
。

ハ
ム
徳
川
必
人
づ
し

ぐ

Ar
－
－
リ
す
じ
ノ
山
科
一
令

、
ム秋

と
は
、
殺
す
キ
卜
一
三
古
来
。
か
は

子
供
の
崎
小
仁
ノ
〉
〆
7
J
つ
聞
か
マ
ん
へ
、
そ

う
角
ナ
J

、省へ尽ツ’
r体
験
ム
ザ
レ
ノ
Y
（
－
フ

旧
ね
っ
て
り
台
ト
。

と

ご

て
J

で
、
ふ
ぐ
す
す
一

B
F
l
6
白
水

浴
明
一
五
Y
L

、
府
不
自
ハ
義
人
ま
す
「
旬
、
尽

に
悶
灼

γ
3
9
3り
の
一
香
り
、
と
に
か
く
痢

け
い
う
ふ

3
〉
斤
の
ぎ
の
は
会
え
聞
け
、
教
え

さ
の
す
ご
〈
温
か
い
リ
寸
一
ア
l
A
U
え
苅
し

え
ト
リ
マ
U

Q

網
戸
か
あ
マ
ω

一
寸
潟
に
一
白
L

た
カ

ウ
じ
ノ
＼
魚
台
ノ
，
ゲ
ふ
り
え
院
へ
閃
か
勢
り
よ

く
防
人
、
考
殺
り
マ
o
b

船
外

X
L
，吹
を
徒
同
M

マ
ホ
「
し

、現
在
に
は
入
札
す
い

J
S

す
か
マ
ヤ
J

ぎ
勾
・
勿
を

取
り
で
、
一
鎖
か
じ
ノ
ddA
を
や
フ
沙
け
ブ
、
。
之
と
。

一
色
合
曾
ハ
え
／
〈
の
天
国

ゲ
た
と
は

γ
マ
と
一
雨
ぎ
り
の
す
（
ぷ
木
之

待
窓
。
日
洲
口
合
坊
や
す
仏
、
肉
に
力
一
（
一係
長
小
可

い
り
て
α
〉

＼

、

回

大

）

一

対

一

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

、，，／、，
J

4ー
す
か
一
〒
抗
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五
1

十一

」

司

ノ

〆

F

d

M

F

困ハ
ν
一

、

一

電

話

O
四
七
四
｜
日
｜
五
O
四
四

戸

、

〆

rr

、，仁－
4
1
一初一

7

2

1

4

ず
＼
才
一
げ
一
大
青
森
田
一
一
二
時
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を／食べてみ・で〉、うお守一
一

た／＼ 

ぶ
＼
ヰ
一
寸
渇
七
ι

喰
、
フ

二／
、
〆
ア
一
フ
セ
。

え
↓
ふ
れ
に
け
小
食
で

3
－
広
リ
。

旬
、ん
八
ハ
ロ
り
の
ス
＼
を
一
手
ソ
と
）
一
J

、

γ
L
4
は
い
ヤ
は
り
ノ
味
憎
ん
、
暗
K

フマ習わママ；一
γ〕

主
れ
い
。ぃ勾

A
O
T
ν
和
己
の
取
れ
明
、
寸
ト
収
占
、
え

の

ωムヴ
L
の
時
の
場
面
で
あ
否
。
字

宣
ハは
併
「
ぷ
斗
勾
今
埼
入
、

0
0
円
寸
＋
点
ツ
コ
た
。

ふ
に
し
一
う
囚
づ
チ
利
で
か
う
ぽ
リ
、

一山一

7
P
区

け
F

／
ぺ
ん
に
で
休
7
0
0

ご

め
円
一

l
l＼
川
J

ノ
ソ
仁
。

／
＼

ど

ハド
ク
ツ

一
荒
川
ず

｛J

合れべマ
A
Gく
て
図
っ
た
申

ソ

f
ふ
つ
い
，
やh

。〉

中
尉
ざ
人
、
白
井
啄
一
十
、
川
島
之
、

初
二
一
味
マ
ん
萩
因
。
み
ず
ま
淳
一
・
り

Y

L
？
と
λ
L
川
白
険
で
バ
’
ケ
／
／
＼
ど

ぷ
に
、、庁
石
く
る
い
け
よ

n

て芝、

首
芝
刈
っ
た
切
一
4
め
い
は
す
よ
コ

と
オ
ー
の

しり
Y
（
、
フ
宍
つ
↑
トぃ。

ト
ul
u
一一以

ぃ止

A
F
J

世

司
副
竃

zm斗
a
J
』

a

今
、
～
オ

一～

〕
E

’
 

‘・

~、

左前
iA 

千

ラ

，， 

叛
J

弁
五
八
一
行
方
（
出
l

こ
と
ど
う
一

／
〈
め
次
の
夏
体
み
の
冴
央
一
ア
l
マ

の
ご
と
。

夏
休
室
町
、
宿
題
の
一
刻
、
突
を

谷
白
一
か
え
ず
崎
、

A
一任
の
え
生
。

同
級
、
北
ハ
［
非
々
の
と
こ
一
づ
ヘ
末
育
、
寸

b
v－

荻
井
、
十
。
析
は
浴
迷
子
為
を
ゆ

IF

と、一一一ロム
V
パ
爪
十
代
ど
の
と
と
。

件
以
は
ゑ
に

、
J
人
生
は
す
、
オ
レ
汐

一
寸
潟
に
上
く
行
つ
一
（
た
ご
γ
」
、
干
し
寸

ク
ラ
ス
の
み
ん
ふ
を
か
フ
勺
し
ん
か
川
上
ゐ
i
－

ど
。
山
人
え
下
、
潟
ス
弐
i
ヤ
水
の
ゆ
ー
で
の

徴
。
ほ
ん
と
に
ヤ
ヲ
マ
ん
の
か
し
じ
j
o

、
私
7
浦、一ハ
7
目
人
戸
入
車
ノ

／

令

メ

J
M
Q
ぢ
一
大
九
o
、一

k

谷

津

干

潟

十
六

1
十

四

秋

山

周

子

ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
高
層
団
地
の
街
中
忙
の
っ
た
り
海
の
名
残
り
の
干
潟

光
体
と
念
り
て
群
れ
飛
ぶ
シ
ロ
チ
ド
リ
春
の
中
空
愉
し
か
る
べ
し

シ
ロ
チ
ド

リ
群
れ
舞
う
彼
方
宙
と
い
う
果
て
な
く
続
く
背
さ
を
思
う

丸
太
ん
棒
押
し
て
干
潟
の
芥
拾
う
幾
人
が
見
ゆ
休
日
の
午
後

谷
津
干
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
る
看
板
色
偲
せ
て
立
つ

巾
狭
き
水
路
を
の
ぼ
り
く
る
潮
埋
立
て
の
街
ふ
た
つ
を
越
え

て

二
筋
の
水
路
が
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
守
れ
ば
憩
う
ハ
マ
シ
ギ
の
群

胸
篤
く
読
み
か
え
し
な
り
十
余
年
ひ
と
り
干
潟

K
塵
芥
拾
う
記
事
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「

「ゴ
ミ
問
題
」

を
考
え
る
l

干
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

~ 

こ
爪
は
、

ぶ
辛
子
湾
ク
リ
ー
ン

私
の
！
？
家
γ
～
符
勤
め

作
戦
の
＼

一
部
で
あ
否
。

行
動
し
ぶ
か
い
－

h

，
ノ
回
心
り
、
白
川
り
ふ

か
じ
ノ
行
動
（
て
き
た
ご
X
左
、
ふ

人
と
寸
ま

v
－A
た
、u
T
〕の。
市
歴
井
一
貫
守
、

ん
宏
九
、
方
針
ゃ
残
念
で
は
ぷ
り
。

「
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
」

「
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
」
。
こ
ん
な
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
わ
か

っ
て
い
る
。
で
、
そ
う
す
る
か
、
あ
る
い
は
で
き
る
か
と
い
っ
た
ら
、

そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

今
、
ゴ
ミ
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
で
も
そ
れ
は
、
実

は
簡
単
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

H

こ
う
し
て
は
い
け
な
い
、

あ
あ
し
て
は
い
け
な
い
H

と
、
理
屈
で
は
み
ん
な
わ
か
っ
て
い
る
。
ち

ゃ
ん
と
頭
で
は
知
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
行
動
を
伴
わ
な
い
の
で
あ

る
。
っ
・
ま
り
、
知
っ
て
て
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、
ペ
ー
パ

ー
試

験
を
や
っ
た
ら
、
一

O
O人
が
一

O
O人
と
も
、
ほ
ぼ
満
点
の
成
績
で

答
が
か
え
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
で
き
な
い
。
や

ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
小
学
校
低
学
年
の
子
供
で

も
わ
か
る
こ
と
が
、
人
生
経
験
の
長
い
、
立
派
な
大
人
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

大
人
が
や
ら
な
い

な
ん
て
っ
た
っ
て
か
ん
て
っ
た
っ
て
、
い
く
ら
偉
そ
う
な
こ
と
言
っ

た
っ
て
、
大
人
が
や
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
。
要
は
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。
や
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
。
私
た
ち
大
人
が
や
ら
な
い
で
、
い
く
ら

人
に
、
と
く
に
子
供
た
ち
に
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
理
屈
を
ま
く
し
立
て

て
も
ダ
メ
だ
。
役
に
立
た
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
大
人
が
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
パ
カ
パ
カ
気

安
く
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
て
る
ん
だ
か
ら
。
大
人
が
、
後
姿
で
、
背
中
で

－
教
え
て
る
ん
だ
か
ら
。
そ
の
後
姿
を
見
て
育
つ
子
供
が
、
や
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ん
で
、
や
る
も
ん
で
す
が
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
す
べ
て
、
森
羅
万
象

の
こ
と
ご
と
く
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

H

生
き
た
教
科
書
H

で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
う
だ
、
あ
れ
は
あ
れ
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
目
に
入
る
も
の
す

一
べ
て
が
、
生
き
た

H

絵
こ
と
ば
H

で
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
ま
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郎

た
サ
イ
ン
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
ん
な
中
で
、
学
校
の
教
科
書
に

い
く
ら
立
派
な
こ
と
が
書
い
で
あ
っ
た
っ
て
、
教
え
た
っ
て
、
こ
の
現

実
社
会
の
中
で
、
勝
ち
目
は
な
い
。
も
し
子
供
が
、
教
科
書
を
は
じ
め
、

大
人
が
そ
う
教
え
、
話
し
た
よ
う
に
育
つ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
社
会
、

英
雄
豪
傑
聖
人
君
子
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。
そ
う
な
っ
て
い
る
ゆ
や
だ
。

と
こ
ろ
が
違
う
。

ゴ
ミ
の
言
い
分

私
は
、
ゴ
ミ
に
も
言
い
分
が
あ
る
と
思
う
。
ま
あ
、
も
し
ゴ
ミ
に
も

心
が
あ
り
、
言
葉
が
あ
る
と
し
た
ら
：
：
：
。

た
と
え
ば
、
い
ま
原
稿
を
書
い
て
い
る
こ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
イ
ン
ク

が
あ
っ
て
、
使
え
る
時
は
ど
ん
ど
ん
使
う
。
そ
れ
で
、
イ
ン
ク
が
な
く

な
っ
て
書
け
な
く
な
り
、
そ
の
用
を
な
さ
な
く
な
る
と
、
ポ
イ
ッ
と
捨

て
る
。
つ
ま
り
、
ゴ
ミ
と
称
す
る
モ
ノ
に
な
る
わ
け
だ
。
ゴ
ミ
の
誕
生

だ
。
で
も
、
こ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
物
質
的
、
科
学
的
に
は
な
ん
ら
変
わ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
用
を
な
さ
な
く
な
っ
た
だ
け
だ
。
役
目
が
済
ん

だ
か
ら
も
う
い
ら
な
い
よ
、
と
い
う
わ
け
だ
。
な
に
も
腐
っ
た
わ
け
で

も
、
モ
ノ
の
性
質
が
変
化
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
人
間
に
と
っ
て
そ
の

働
き
が
終
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

H

機
能
的
な
ゴ
ミ
H

な
の
だ
。
機
能

的
ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。

例
を
あ
げ
よ
う
。
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
袋
、
新
聞
紙
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
や

’

本
、
コ
ピ
ー
の
書
類
な
ど
。
典
型
的
な
も
の
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
し
て

一

一
ゴ
ミ
と
称
さ
れ
る
。
ア
イ
ス
げ
V！
l
ム
な
ど
、
そ
れ
が
包
ま
れ
て
い
る

一

－
時
は
、
製
品
と
し
て
陳
列
し
て
あ
る
聞
は
誰
も
ゴ
ミ
と
言
わ
な
い
。
が
、
一

誰
か
が
買
っ
て
食
べ
よ
う
と
し
て
そ
の
袋
を
と
る
。
そ
し
て
ポ
イ
ッ
。

こ
の
時
私
た
ち
は
そ
れ
を
指
し
て

H

ゴ
ミ
M

と
一
言
う
。
い
わ
ゆ
る
、
も

ノ
は
そ
の
ま
ん
ま
だ
。
「
役
が
ら
」
と
し
て
ゴ
ミ
に
さ
れ
た
の
だ
。

ゴ
ミ
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
大
い
に
言
い
分
が
あ
る
と
思
う
。
文
句
も

あ
ろ
う
し
、
く
や
し
か
ろ
う
。
あ
ま
り
に
一
方
的
だ
し
、
使
う
人
間
の

サ
イ
ド
か
ら
だ
け
し
か
見
て
い
な
い
。
自
分
の
都
合
だ
け
の
も
の
の
見

方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
人
は

H

き
っ
た
ね
え
H

と
言
う
。
ま
る
で
、
そ
の
H

さ
っ
た
ね
え
H

の
が
、

ゴ
ミ
の
せ
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
う
。
ゴ
ミ
が
原
因
で
、
ゴ
ミ
が
悪

い
み
た
い
だ
。

と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
い
こ
の
世
界
の
ど
こ
に
、
「
汚
な
い
所
」
、
「
く

さ
い
所
」
、
「
よ
ご
れ
た
所
」
な
ん
で
い
う
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

否
、
本
当
は
た
だ
、
「
汚
な
く
さ
れ
た
所
」
、
「
く
さ
く
さ
れ
た
所
」
、

今

「
よ
ご
さ
れ
た
所
」
が
あ
る
だ
け
な
の
だ
。
な
ん
で
、
海
や
川
、
林
や

一
草
原
な
ど
が
、
自
ら
好
き
好
ん
で
汚
れ
る
も
の
で
す
か
。
そ
れ
に
、
私

た
ち
が
住
む
こ
の
町
に
し
た
っ
て
そ
う
だ
。
悪
い
原
因
は
人
間
で
あ
っ

て
、
ゴ
ミ
で
は
な
い
。

訴
え
が
抽
象
的
だ

一

「
町
を
き
れ
い
に
」
と
か
「
海
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
声
、

一
あ
る
い
は
看
板
を
見
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
だ
が
、
と
こ
ろ
で
と



う
だ
ろ
う
、
も
っ
と
具
体
的
、
直
接
的
に
訴
え
て
は
：
：
：
。
な
ぜ
な
ら
、

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
よ
ご
す
の
は
、
具
体
的
直
接
的
な
行
動
で
あ
り
、
行

為
だ
か
ら
だ
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
出
す
な
、

投
げ
る
な
、
捨
て
る
な
、
持
っ
て
帰
れ
、
そ
し
て
入
れ
る
所
に
ち
ゃ
ん

と
入
れ
ろ
」
と
、
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く
ず
か
ご
を
置
さ
、

そ
ば
に
看
板
を
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
で

ー
な
く
、
「
ゴ
ミ
は
こ
の
中
へ
」
と
す
る
べ
き
だ
。
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
っ

て
ほ
し
か
っ
た
ら
、
「
ゴ
ミ
は
自
分
で
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
」
と
。

4
xし
く
H

と
か

H

き
れ
い
H

に
と
い
う
の
は
、

H

標
語
H

と
し
て
は

い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
で
は
そ
の
た
め
に
何
を
、
ど
う
し
ろ
と
い
う

の
か
？
私
た
ち
の
心
の
底
に
は
、
そ
う
い
う
潜
在
的
な
大
衆
心
理
が

あ
る
。
た
し
か
に
、
「
投
げ
る
な
、
捨
て
る
な
」
よ
り
も
、
「
美
し
く
、

き
れ
い
に
」
と
書
い
た
方
が
な
ん
と
な
く
上
品
で
、
恰
好
も
印
象
も
よ

い
。
だ
が
、
現
実
問
題
、
今
の
状
況
の
中
で
、
こ
れ
で
太
万
打
ち
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
結
果
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で
き
な
い
。
勝
ち
目
は
な

い
。
わ
か
っ
て
て
も
や
ら
な
い
ん
だ
か
ら
：
：
：
。

道
路
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。
も
し
、
標
識
や
規
制
が
抽
象
的
な
マ
ナ
ー

や
心
が
け
に
訴
え
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る

だ
ろ
う
。
速
度
は
、
右
折
左
折
は
、
進
行
車
線
は
、
そ
し
て
信
号
は
・
：

・：
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
と
か
、
安
全
に
と
か
、
注
意
し
て
と
か
気
を
つ

け
て
、
な
ん
で
い
っ
た
っ
て
で
き
っ
こ
な
い
。

骨
太
に
、
本
腰
を
入
れ
ろ

右
の
言
葉
の
如
し
。
個
人
も
企
業
も
社
会
も
行
政
も
取
り
組
み
が
足

り
な
い
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
学
校
教
育
の
中
へ
、
が
っ
し
り
と
組

み
入
れ
て
ほ
し
い
。
思
う
に
、
私
た
ち
は
今
ま
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
ゴ
ミ

に
関
す
る
教
育
を
受
け
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
な
い
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
あ
、
意

識
せ
ず
と
も
軽
ん
じ
ら
れ
て
さ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
ま
で
、
身

の
回
り
の
、
私
た
ち
の
町
は
お
ろ
か
、
国
内
外
、
自
然
全
体
に
、
地
球

規
模
で
ゴ
ミ
・
廃
棄
物
に
押
し
込
ま
れ
て
き
て
い
る
状
態
で
は
、
ち
ょ

っ
と
や
そ
っ
と
の
小
手
先
の
こ
と
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
い

る
。
先
の
、
訴
え
や
ス
ロ

ー
ガ

ン
的
な
も
の
で
は
、
や
り
く
り
が
つ
か

な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
な
る
こ
と
は
十
分
予

想
さ
れ
、
見
通
し
が
つ
い
て
い
た
。
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
も
、

で
き
な
か
っ
た
。
否
、
「
や
ら
な
か
っ
た
の
だ
」
。

無
理
も
な
い
。
今
ま
で
は
な
ん
と
か
、
埋
め
る
か
捨
て
る
か
、
隠
す

か
な
ど
し
て
、
「
ど
っ
か
へ
や
っ
ち
ゃ
え
ば
」
よ
か
っ
た
。
し
か
し
昨

今
、
そ
の
「
ど
っ
か
へ
」
が
だ
ん
だ
ん
と
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
や

り
く
り
が
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
持
っ
て
行
く
所
、
視
界
の
彼
方
へ

：
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
否
が
応
で
も
、
ゴ
ミ
と
鼻
を
突
き
合

わ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
作
り
出
す
方

が
、
そ
れ
を
回
収
し
、
活
か
し
、
解
決
す
る
方
を
圧
倒
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
今
も
そ
う
だ
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
開
く
一
方
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
今
こ
こ
で
、
き
れ
い
に
し
よ
う
と
か
、
拾
ろ
お
う
と
か
い

っ
て
も
、
圧
倒
的
に
不
利
な
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
、
ほ

ん
の
例
外
的
ぐ
ら
い
の
数
の
所
で
は
、
な
ん
と
か
勝
ち
を
制
し
て
い
る

が
、
ゴ
ミ
問
題
が
こ
う
な
る
ま
で
に
は
、
長
い
歴
史
と
い
き
さ
つ
を
も

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
一
朝

一
夕
に
は
変
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

短
期
的
で
は
勝
ち
目
は
な
い
し
、
解
決
も
で
き
な
い
。

タ
バ
コ
や
空
カ
ン

・
空
ビ

ン
、
紙
く
ず
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
も
ろ
も

ろ
の
も
の
を
、
「
つ
い
ポ
イ
ッ
」
と
、
投
げ
捨
て
る
の
が
「
自
然
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
め
ず
ら
し
く
も
な
い
、
圧
倒
的
主
流
と
な
っ
て
い

る
。
個
人
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
全
体
が
ゴ
ミ
と
い
う
も
の
に
、
対
し
て

「
甘
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
問
題
や
自
然

保
護
を
、
い
つ
か
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
っ
て
な
具
合
に
、
そ
の
程
度

に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う
。
空
気
だ
っ
て
水
だ
っ
て
、
緑
や
大
地
も
、
環

境
は
文
句
を
言
わ
な
い
か
ら
。
つ
ま
り
、

「環
境
は
夕
、
ダ
」
だ
っ
た
の
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だ
か
ら
：
：
：
。
そ
ん
な
具
合
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
町
の
景
観
や
美
観
も
、

も
っ
ぱ
ら
受
け
身
で
、
感
じ
た
り
批
評
す
る
と
い
う
意
見
ば
か
り
。
意

見
の
み
だ
っ
た
：

意
見
。
そ
う
だ
、
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
が
向
の
気
な
し
に
、
平
気
で

ゴ
ミ
を
ボ
イ
捨
て
す
る
の
も
、
立
派
な
「
意
見
」
で
は
な
い
の
か
。
行

動
と
い
う
形
で
表
わ
さ
れ
た
、
私
た
ち
の
意
識
や
考
え
と
い
う
、
具
体

的
・
現
実
的
「
意
見
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
住
む
町
に
、
社

会
に
、
自
然
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

「意
見
」
を
持
っ

て
い
る
か
、

そ
の
証
拠
な
の
で
あ
る
。

H

ゴ
ミ
ヘ
で
は
な
い
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
な
の
だ
。
ゴ
ミ
の
せ
い
で
は
な
い
。
こ
の
ゴ
ミ
の
問
題
は
、
実
は
私

た
ち
の
問
題
な
の
だ
。

環
境
問
題
が
、
ゼ
ニ
に
な
ら
な
い
、
票
に
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な

状
況
で
は
ダ
メ
だ
。
ゼ
ニ
に
も
、
票
に
も
な
る
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
環
境
問
題
、
も
っ
と
も
っ
と
生
臭
く
て
、
骨
っ
ぽ
く
て
、
ド
ロ

臭
く
て
、
血
肉
化
し
た
も
の
で
な
く
て
な
ら
な
い
。
捨
て
る
の
も
人
間

な
ら
、
拾
う
の
も
人
間
で
あ
る
。
タ
バ
コ
や
空
カ
ン
・
空
ビ
ン
の
投
げ

捨
て
、
タ
ン
や
ツ
パ
を
路
上
に
吐
く
こ
と
に
罰
金
や
罰
則
を
設
け
な
く

て
は
だ
め
だ
。
過
激
だ
と
言
う
の
か
。
で
は
、
車
の
窓
か
ら
火
が
つ
い

た
タ
バ
コ
を
投
げ
捨
て
た
り
、
水
辺
や
草
原
、
海
や
川
、
あ
る
い
は
私

た
ち
の
町
に
ゴ
、
ご
乞
捨
て
る
の
は
、
そ
の
直
接
的
・
現
実
的
面
か
ら
、

こ
ち
ら
の
方
こ
そ
過
激
的
行
動
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
か
。

子
供
た
ち
が
、
空
カ
ン
や
空
ビ
ン
を
拾
っ
で
き
た
ら
、
例
え
ば
十
円

を
報
酬
と
し
て
与
え
た
ら
ど
う
か
。
そ
の
代
金
は
、
私
た
ち
の
税
金
と

企
業
が
負
担
す
る
の
だ
。
子
供
に
、
金
銭
と
い
う
報
酬
で
空
カ
ン
・
空

ビ
ン
の
清
掃
を
購
う
と
い
う
の
は
、
教
育
上
良
く
な
い
、
問
題
で
あ
る

と
い
う
の
か
。
で
は
、
路
上
や
海
岸
、
行
楽
地
や
駅
前
な
ど
、
い
た
る

所
に
散
乱
し
て
い
る
こ
の
空
カ
ン
・
空
ヒ
ン
の
現
状
は
、
子
供
た
ち
の

自
に
何
を
教
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

道
路
に
し
ろ
、
海
岸
に
し
ろ
、
い
ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
、
誰
か

が
清
掃
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
タ
ダ
で
は
で
き
な
い
。
そ

れ
と
も
、
自
分
が
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
財
布
か
ら
お
金
を
出
さ
な
け

れ
ば
タ
ダ
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
も
こ
れ
も
み
ん
な
、
私
た

ち
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
時
、
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す
る

人
も
、
き
ち
ん
と
持
っ
て
帰
る
人
も
、
同
じ
よ
う
に
平
等
に
負
担
す
る

と
い
う
の
は
、
不
公
平
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

捨
て
る
人
は
、
そ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
だ
、
や
っ
て
は
な
ら
な
い
の

だ
、
そ
う
し
た
ら
ど
う
な
る
か
を
、
十
分
知
っ
て
い
て
、
わ
か
り
き
っ

て
や
っ
て
い
る
の
だ
。
な
に
も
知
能
が
な
い
と
か
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
い
さ
さ
か
も
な
い
の
に
、
で
あ
る
。

罰
金
を
設
け
る
と
か
、
拾
っ
で
き
た
ら
十
円
払
お
う
な
ど
と
言
う
と
、

世
の
教
育
マ
マ
や
評
論
家
か
ら
お
小
言
や
批
判
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
一
理
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
程
度
の

こ
と
は
私
も
十
分
覚
悟
し
て
い
る
。
し
か
し
、
評
論
や
単
な
る
意
見
か

ら
何
が
生
ま
れ
る
の
か
。
こ
の
ゴ
ミ
社
会
の
現
状
の
中
で
、
な
に
ほ
ど

の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

捨
て
る
、
汚
す
、
破
壊
す
る
と
い
う
、
「
行
動
化
さ
れ
た
意
見
」
が
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
あ
ま
た
出
さ
れ
、
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
、

拾
お
う
、
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
「
意
見
」
が
、
あ
ま
り
に
も
少
数

で
、
金
に
な
ら
な
く
て
、
票
に
な
ら
な
く
て
、
百
六
現
化
、
行
動
化
さ
れ

な
い
の
か
。

行
動
せ
よ

昨
年
、

w
・
ニ
コ
ル
氏
の
講
演
が
船
橋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
た
。

私
も
招
か
れ
て
聞
き
に
行
っ
た
。
氏
は
講
演
の
中
で
い
ろ
い
ろ
話
さ
れ

た
が
、
最
後
に
、
握
り
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
て
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
、

ど
こ
で
あ
っ
て
も
い
い
か
ら
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
半

ば
叫
ぶ
よ
う
に
力
説
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
私
は
共
鳴
し
た
。

共
鳴
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な
場
面
を
思
い
出
し
て
い
た
。

千
葉
県
習
志
野
市
の
谷
津
干
潟
。
私
ゆ
こ
こ
で
、
昭
和
四
十
九
年
か



ら
ゴ
ミ
を
拾
い
続
け
て
き
た
q

私
が
子
供
の
頃
は
、
こ
こ
で
潮
干
狩
り

や
海
水
浴
が
行
わ
れ
、
ノ
り
や
ア
サ
リ
が
豊
富
な
遠
浅
の
海
だ
っ
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
期
に
埋
立
工
事
が
始
ま
り
、
四
方
を
陸
地
に
固
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
周
辺
の
開
発
が
進
み
、

団
地
や
マ

ン
シ

ョ
ン
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
人
口
が
急
増
し
た
。

い
つ
し
か
少
し
ず
つ
、
そ
れ
も
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
、
芝
と
も
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
出
し
た
。
ど
ん

ど
ん
投
げ
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
て
い
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
ゴ

ミ
の
山
が
で
き
始
め
た
。
す
る
と
そ
れ
を
崩
し
、
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
し

て
は
低
く
し
、
ま
た
ゴ
ミ
が
積
ま
れ
て
い
っ
た
。
ゴ
ミ
が
ゴ
ミ
を
呼
ぶ

と
い
う
こ
と
を
、
後
で
体
験
で
知
っ
た
。
ゴ
カ
イ
や
カ
ニ
、
水
辺
の
草

な
ど
、
干
潟
の
地
面
に
生
き
る
も
の
は
、
上
を
ゴ
ミ
に
ふ
さ
が
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
た
。
干
潟
が
呼
吸
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
。

や
が
て
、
近
所
の
住
民
か
ら
、
臭
く
て
汚
な
い
か
ら
ど
う
に
か
し
ろ
、

埋
め
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
出
て
き
た
。
泥
や
砂
が
腐
り
、
ヘ
ド

ロ
状

に
な
っ
て
ピ
ン
ク
や
緑
色
を
し
て
、
ゴ
ミ
を
掘
り
起
こ
す
と
悪
臭
が
鼻

を
つ
い
た
。
臭
い
か
ら
、
汚
な
い
か
ら
埋
め
ろ
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ

け
を
と
っ
た
ら
一
理
あ
る
と
思
っ
た
。

高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
よ
り
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
ゴ
ミ
の
山
の
上

か
ら
、
私
は
干
潟
を
見
渡
し
た
。
ま
わ
り
を
埋
立
地
に
固
ま
れ
、
悪
臭

と
コ
ミ
だ
ら
け
の
、
子
供
の
頃
の
谷
津
干
潟
が
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

野
鳥
の
観
察
会
に
参
加
し
た
り
、
谷
津
干
潟
を
ど
う
に
か
残
し
て
く
れ

る
よ
う
役
所
へ
も
行
っ
た
。
阿
度
も
干
潟
の
そ
ば
に
立
ち
、
そ
の
現
実

の
姿
を
見
な
が
ら
、
自
問
自
答
し
た
。
今
の
私
は
、
要
求
し
た
り
、
ぉ

一頭
い
し
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
、
あ
る

い
は
罰
察
し
て
い
る
だ
け

の

人
間
で
は
な
い
か
。
見
ろ
、
思
え
、
「
も
し
お
前
が
干
潟
だ
っ
た
ら
何

を
し
て
欲
し
い
か
。
身
を
干
潟
に
置
い
て
み
ろ
：
：
：
」
と
。
他
に
解
決

を
求
め
、
干
潟
の
現
実
を
嘆
い
て
淋
し
く
思
っ
て
い
る
自
分
が
、
く
や

し
く
、
い
き
ど
お
り
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
や
世
間
が
、
ふ
る

さ
と
の
干
潟
が
自
分
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
か

を
問
う
の
で
は
な
い
。
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
価
値
あ
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
問
う
よ
う
に
な
っ
た
。
う
つ
ぼ
っ
た
る
、
地
熱
の
よ

う
な
熱
い
力
の
よ
う
な
も
の
が
、
涙
と
と
も
に
こ
み
上
げ
て
き
た
。

ゴ
ミ
を
拾
い
出
し
た
。
臭
く
て
汚
な
い
か
ら
埋
め
ろ
と
言
う
な
ら
、

き
れ
い
に
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

ゴ
ミ
の
引
主
取
り
は
全
て
断
わ
ら
れ
た
。
拾
う
よ
り
捨
て
る
方
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
拾
っ
た
分
だ
け
減
る
か
ら
と
思

っ
た
。
ゴ
ミ
の
投
棄
は
、
注
意
し
て
も
、
看
板
を
立
て
て
も
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
拾
う
方
と
捨
て
る
方
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
だ
っ
た
。
姶
っ
て
い

る
す
ぐ
隣
で
投
げ
て
い
く
毎
日
だ
。

二
年
、
三
年
と
た
つ
う
ち
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
捨
て
る
ゴ

ミ
の
量
が
減
っ
て
い
く
の
だ
。
私
は
思
っ
て
い
た
。
今
月
一

O
O捻
う

と
一

O
O出
す
。
次
の
月
は
一

O
O拾
う
と
、
そ
れ
が
九
九
に
な
る
。

次
の
月
は
九
人
。
さ
ら
に
続
け
て
い
く
と
九
七
、
九
六
：
：
：
と
、
そ
ん

な
具
合
に
、

H

差
額
で
か
せ
い
だ
分
だ
け
M

き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
聞
の
、
気
違
い
、
売
名
行
為
、
土
人
な
ど
の
、
い
ろ
ん
な
中
傷
は
、

H

社
会
的
・
精
神
的
税
金
H

だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

今
に
し
て
思
う
が
、
何
よ
り
の
看
板
、
意
見
、
説
得
は
、
行
動
す
る

後
姿
、
背
中
に
あ
る
の
だ
と
。
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
た
人
た
ち
だ
っ
て
、

な
に
も
そ
の
人
が
特
別
に
悪
い
人
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
あ
え
て
干

潟
を
汚
し
て
や
ろ
う
と
か
、
環
境
を
悪
く
し
て
や
ろ
う
か
と
い
う
悪
意

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
つ
い
手
軽
で
、
便
利
だ
か
ら
、
習
慣
と
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

人
の
情
と
し
て
、
ど
こ
の
誰
か
は
知
ら
な
く
て
も
、
い
つ
も
自
分
た

ち
が
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
所
で
、
誰
か
が
拾
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、

少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
つ
し

か
、
心
浬
的
に
、
社
会
的
に
ブ
レ

ー
キ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ

う
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
っ
た
ん
、
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
所
を
、
す

っ
て
ん
て
ん
に
き
れ
い
に
じ
て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
に
は
な
か
な
か
ゴ
ミ

今（

が
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
っ
て

も
ら
え
た
の
だ
。
そ
の
現
物
証
拠
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

干
潟
の
全
周
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
い
っ
ぺ
ん
に
き
れ
い
に
は
到
底

で
き
な
い
。
が
、
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
モ
デ
ル
地
区
」
と
い
う
幅
一

0
0

メ
ー
ト
ル
の
所
を
選
ぴ
、
そ
こ
を
徹
底
的
に
き
れ
い
に
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
論
法
で
、
他
の
所
も
押
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
た
。

ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
業
者
の
投
げ
捨
て
も
減
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
問
、
拾
っ
て
拾
っ
て
拾
い
ま
く
っ
て
い
っ
た
。
ゴ
ミ
の
山
を
崩
し
、

掘
り
出
し
、
た
た
き
割
り
の
、
文
字
通
り
一
寸
刻
み
で
き
れ
い
な
砂
や

泥
の
面
積
を
押
し
広
げ
て
い
っ
た
。
す
る
と
そ
の
後
に
、
ゴ
カ
イ
や
カ

ニ
、
水
辺
の
草
が
出
て
く
る
。

当
初
、
ゴ
ミ
を
拾
う
よ
り
は
投
げ
捨
て
る
方
が
減
る
と
い
う
自
信
は

な
か
っ
た
。
止
ま
る
の
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
ま
で
拾
う
行
為
が

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
拾
っ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
も
、
果
た
し
て
谷
津

干
潟
が
残
さ
れ
る
と
い
う
見
通
し
も
．
保
証
も
な
か
っ
た
。

で
も
、
自
分
の
範
曙
に
あ
る
も
の
は
、
行
動
と
思
い
で
し
か
な
い
と

考
え
て
い
た
。
傷
つ
き
汚
れ
、
ゴ
ミ
と
い
う
重
荷
を
負
う
谷
津
干
潟
の
、

そ
の
荷
を
軽
く
し
て
や
り
た
か
っ
た
。
私
は
自
然
愛
好
家
で
も
パ

l
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
も
な
い
し
、
市
民
・
住
民
運
動
家
で
も
な
い
。
た
だ

谷
津
干
潟
を
残
し
た
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

＊
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「ゴ

ミ
と
ま
ち
」
の
こ
と
。
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
あ

す
べ
き
だ
と
い
う
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
意
見
の
持
ち
合
わ
せ
は
、
こ
の
私

に
だ
っ
て
人
並
み
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
私
が
自
信
を
も

っ
て
言
え
る
こ
と
は
、
自
分
は
こ
う
や
っ
て
き
た
、
こ
う
思
い
、
そ
し

て
念
じ
て
き
た
と
、
そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
で
し
か
な
い
。
総
じ
て
、

「
な
ん
と
か
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
い
う
、
そ
の
熱
望
し
続
け
る
カ
が

あ
れ
ば
、
万
能
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
い

ろ
ん
な
可
能
性
、
方
法
を
捜
し
、
作
り
出
せ
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

ゴ
ミ
問
題
に
限
ら
ず
、
他
の
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
も
、
「
や
る
気
こ
そ
、

能
力
開
発
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
」
と
、
そ
う
信
じ
て
い
る
か
ら
：
：
：
。

バ／ ：時 っ・－ri ＇勺7

（
泊
』
小
）

企
業
＼
一
々
r"¥ 

灼 7司令「川帯広l

あ
り
す
と
う
ご
イ
り
斗
叫

d
i
t

－、た

－

f
ヰ
の
同
、
埋
主
央
例
k
引キパ＼

上
作

J

だ～ー一
ミ
十
ど
特
フ
マ
い
り
フ
て
く
A
r
hり

－＼、、

回
一
加
叶

4
6
Rよ
り
あ
ぶ
J
J
4
4

必

灯、

寸
り

γ
（
（
い
ぺ
・
し
の
メ
同
士
は
い
しいめ

γ4
（一（
、

段、

当
初
ぃ
一ブ乙
念
34vtf」
用
荒
ー
に一（

ク
リ
l
U
作
戦
の
降
伏
の
土
J

vん

ー寸一

／ 

ペ

1・-1 

U

・。

（
（
（
た

可i

せ同

7
央
ーか
斗
中
に
杓
M
即』
H

H

A

〈
れ
、

γ
（
の

殺
目
を
均
約
入

3
（

t
k岳

． 



ア;tサずいち、えゥてきた河原、賓の

。、
水
h
r

矢
、
＼
仏
爪
り
け
い
ぶ
っ
た

ハゲ
ヰ
の
今
月
下
旬
頃
，か
フ
下
ヘ
乙

凶
ケ
／
。
ま
た
ほ
ん
の
ル
／
L
の
広
で

で
ん
の
－
ノ
だ
か
、
ニ
ノ
フ
す

5γ
一
殺
や
〕
山
V

字真i正津回汚・rt板前。夕、まで r:J、

芳明かかくX半lj:，＼＼い・？＼＼)' ¥ W）震だった。

八
ハ
フ
ル
恨
の
対
策
か
必
要

場
v

河
は
六
一
フ
園
前
の
、
題
点
「
芝

手
広
場

L
O
R
7ぬ
の
干
潟
。

セ
フ
か
く
力

一一ゃ
7
ナ
ム
一』／
め
／
土
え
の

v
O
K
Y
A
を
斜
今
に
回
目
わ
た
小
＼
L

り
↓
病
棟
、
。

子
供
ー
か
技
ザ
7
0

、ー爪
法
見
か
北

「つ℃れ〕

の
く
リ
一
川
氏
（
。
に
か

L
、ご
？
っ
3
勿
y

／
＼は
必
穿
』
遊
園
時
代
か
じ
ノ
の
X
の。

オ十ob号

!Cf句l、8.20 

大谷
幸志津
ハ 雪宣 干

森~；ち
七 谷実マ

田村議

許；i:
受賞年20DO

づか｜ 守ij

19 q今、12.. q 

か
h

，J

た
の
が
自
に
＼ハつ十九
十＼
の
で
、
V
L
L
A、

か
い
つ
ず
つ
ど
魚
、
左
フ
け
マ
り
た
凸

zーに
か
し
九
ド
フ
、
ア
ギパサ
C
G
γ－

足
フ
マ
り
た
か
、
や
は

り

yf
フ
介

っ
ヂト
、
。

私
か
7
7
供
の
喰
は

寸
パ
ワ
ナ
し
と

ム
一
一
口
ウ
マ
り
た
。
止
日
は

拾

フ「
L
－

A
と
箱
、

み、

T
Lつ
に
庭
料

m
k
l
マ
り
た。

7

係
国
γ
」
（
寸
支
え
う
れ
す
の
は
＼

浴
津
の
掬
溜
り
ノh
k

ク
レ
ロ
次
L

A
JM

A（

L
い
り
た
下
水
か
、
佐
々
回

、沼ぺ一汗
ん爪ヤ
リ

ニ々

／
l
k
一夜
淡
々
く
れ
、
下
水
か
入

じ
ノ
広

ζ

ぷ
フ
六
、
代
り

k
i
y今
／
＼

の
末
、
一
小
湾
ふ
ド

J
2双
六
か
入
フ
っし

／
＼

7
4

ふ
た
マ
ブ
フ
。

渉
所
い
は
斗
濃
の
東
側
の
中
央
、
折
、

約

1
M
の／＼
「
ム
マ
ハ
「
爪
ソ
た
っ
て
ん
て
u
o

管 J！~者の布乙対夕立主老え，，， {Jt¥?D' 

の／己主引をよげ＇ 1りをた ＼,J0 



工事始ま3整備

泳
、
精
八
山
川
沿
%
で

乎
、一均｛ノヘ

一
d

了
～P
ハで
、
いソ
LICよ
一
ム
守
中
か
匂

3

つ
仁
八総

瀬

間
食
γ
仁
、
は
り
つ
て
て
、
〆
T
の

う
て
J

土
一
対
代
金
か
た
の
ね
同
店
内
。

で
句
A
%
か
王
争
昔
へ

で
あ
J
7
品
。

千
海
は
す
で
に

、丈
京
泊
三
和
小

財
左
ふ
じ
ノ
、
環
境
人々
の
行
「
M

外野

乏
に
ふ
っ
て
いり一三

周
え
さ
唱
す
刈
貯
一

方
介
ヘ
固
い
γ向
爪
、
ロ
れ
向
か
い
う
回
日ハ～フ一
ζ

の
7
十の

3
0

干
潟
eu
県
ム
ベ
環
境
～イ
サ
ザ
夕

、
決
げ
守
口
期
比

（
、
用
足
け
漁
川
内

vuo

フ
マ

布

れ

／い
所
川
4

仰
と
管
ロ
買
い
k
f
A
J
。

ふ
符
止
の
、
消
ペ
設
ど

自
然
生
食
店
伎
一
黙
で

ν
タ
l
、約

加
、
町
の
税
不
穴
、
殺
ー
胃

デ
γ
持
、
旨
旬
、

の
休
息
片
か
次
系
k
γ
T

（
て
周
回
乞

渦
」
ス
ム
み
の
ゆ
J
Y
1
3
州
、
ル
ト
で
γ」

り
回
、マ
中
之
M

川
の
し
遊
歩
・
に
（
づ
L
v
均

そ

に

体

同戸川
v
苅
イ

ハ」
め
／
み
や
J
1
Zん

戸
、～作

τ。

数
、
切
な
－
－
／
工
ル
ク
ー
に
（
一
（
、

メ
‘

の
字
へ
ん
町
民
木

3
ト
子
つ
い

K
1
1
ゑの

え
オ
ryは
人
耐
冷
見
」
入
ぷ
いりょう
h

斗
A
／

9久
上
か
大
？
っ

V
4
概
略
で
お
3
9

同
叫
詰
句
、
reコ小川

E
ト
l
i
t
－
E
7
A／

t
J

↑
、
観
光
央
次
、
L
寸
一
泊
え

h
k
l＼

別
用
↑
と
傷
失
1
＼

勺

L
環
疲
キ
レハ」百応次

ー
で
ヤ
叫
ふ
り
と

X
。

二
、
泊
火
花
、
え
か
え
次
（
て
U
E
か、

と
山
川
中
と
漸
ゆ
え
れ
を
食
く
l

＼
ぷ
か

仁
ノ
いりかいい、
く
U
止
め

τ必。

三
、
斗
凡
～
一
不
逮
ぷ
ノ
沿
い
L

ノ
夜、
ス
向
石
く
入

そ
く
す
ゴ
＼
＼
＼
を
ど
う
す

τか品

囚
、
子
治
初
や

相
似
島
町
セ

る
fJI
等

三守口、正「 lてとI＼停の

l去今与すの長屋
＠係じすよバあ

のヲヵ；う主 rg;命




